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繪
畫
修
養
論
―
―
「
氣
韻
生
知
」
か
ら
「
氣
韻
學
知
」
へ王

俊
鈞

は
じ
め
に

繪
畫
に
お
け
る
「
氣
韻
生
動
」
は
、
謝
赫
（
南
齊
の
人
、
生
没
年
不
詳
）
の
『
古
畫
品
錄
』
に
あ
る
六
法
の
一
つ
で
あ
り
、「
氣
韻
」
は

中
國
繪
畫
理
論
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
謝
赫
が
論
じ
た
氣
韻
は
主
に
被
寫
體
の
氣

韻
で
あ
り
、
繪
畫
作
品
に
表
れ
る
被
寫
體
の
精
神
的
特
質
で
あ
る
。

郭
若
虛
が
論
じ
た
「
氣
韻
生
動

」
は
、
作
者
の
人
格
要
素
が
加
え
ら
れ
た
。
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
郭
若
虛
の
氣
韻
の

（1）

考
え
は
文
人
畫
理
論
の
基
礎
と
な
り

、
こ
の
人
格
が
作
品
に
反
映
す
る
と
い
う
考
え
は
『
禮
記
』
樂
記
篇
に
よ
る
も
の
で
、
中
國
藝
術
理

（2）

論
史
の
基
調
に
な
っ
た

。
本
論
で
は
更
に
「
こ
の
「
形
象
無
視
」
の
傾
向
は
…
…
謝
赫
の
時
點
で
始
ま
っ
て
お
り
、
張
彥
遠
を
經
て
、
郭

（3）

若
虛
に
極
ま
る

」
と
言
わ
れ
る
と
い
う
點
を
踏
ま
え
た
上
で
「
繪
畫
修
養
論
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
郭
若
虛
は
、「
氣
韻
」
と
は
生
ま

（4）

れ
つ
き
の
も
の
で
、
學
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
そ
れ
が
宿
命
的
に
み
え
、
畫
家
は
い
く
ら
努
力
し
て
も
最
終
的
に
「
氣
韻
」
を
學

び
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
後
の
理
論
家
は
ど
う
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
實
は
、
淸
代
に
郭
氏
の
「
非
師
論
」
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「
生
知
論
」
へ
疑
問
を
持
つ
者
も
い
た
。

郭
若
虛
以
降
、
董
其
昌
に
至
る
ま
で
の
長
い
間
に
、
郭
氏
の
氣
韻
説
に
對
し
て
の
真
っ
向
か
ら
の
反
論
や
、
氣
韻
は
學
べ
る
と
い
う
よ
う

な
發
言
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
變
わ
り
始
め
た
の
は
董
其
昌
か
ら
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
董

其
昌
が
「
氣
質
の
變
化
」
の
觀
念
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る

。
特
に
董
氏
「
氣
韻
亦
た
學
び
て
得
る
處
有
り
」
と
い
う
發
言
が
問
題
解
決

（5）

の
糸
口
と
な
り
、
後
に
繪
畫
に
お
け
る
様
々
な
修
養
法
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
論
で
は
主
に
董
其
昌
以
降
の
理
論
家
や
畫
家
が
、
ど
の
よ
う
に
郭
若
虛
の
「
氣
韻
」
を
理
解
し
て
い
た
か
、
再
解
釋
し
て
い
た
か
、
ど

の
よ
う
な
繪
畫
修
養
論
を
提
示
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

『
圖
畫
見
聞
誌
』
に
お
け
る
「
氣
韻
非
師
」「
氣
韻
生
知
」
の
問
題

（
一
）
郭
若
虛
の
所
論

ま
ず
郭
若
虛
の
發
言
を
ふ
り
か
え
る
。

謝
赫
云
、
一
曰
氣
韻
生
動
、
二
曰
骨
灋
用
筆
、
三
曰
應
物
像
形
、
四
曰
隨
類
賦
彩
、
五
曰
經
營
位
置
、
六
曰
傳
模
移
寫
。
六
灋
精
論
、

萬
古
不
移
。
然
而
骨
灋
用
筆
以
下
五
者
可
學
。
如
其
氣
韻
必
在
生
知
、
固
不
可
以
巧
密
得
、
復
不
可
以
歲
月
到
。
默
契
神
會
、
不
知
然

而
然
也
。
嘗
試
論
之
、
竊
觀
自
古
奇
蹟
、
多
是
軒
冕
才
賢
、
巖
穴
上
士
、
依
仁
游
藝
、
探
賾
鉤
深
、
高
雅
之
情
、
一
寄
於
畫
。
人
品
旣

已
高
矣
、
氣
韻
不
得
不
高
、
氣
韻
旣
已
高
矣
、
生
動
不
得
不
至
。
…
…
凡
畫
必
周
氣
韻
、
方
號
世
珍
。
不
尓
雖
竭
巧
思
、
止
同
衆
工
之
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事
、
雖
曰
畫
而
非
畫
。
…
…
輪
扁
不
能
傳
其
子
。
繋
乎
得
自
天
機
、
出
於
靈
府
也
。
且
如
世
之
相
押
字
之
術
、
謂
之
心
印
、
本
自
心
源
、

想
成
形
跡
、
跡
與
心
合
、
是
之
謂
印
。
…
…
書
畫
豈
逃
乎
氣
韻
高
卑
。（『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
一
「
論
氣
韻
非
師
」）
（6）

謝
赫
云
ふ
、
一
に
曰
く
氣
韻
生
動
、
二
に
曰
く
骨
灋
用
筆
、
三
に
曰
く
應
物
像
形
、
四
に
曰
く
隨
類
賦
彩
、
五
に
曰
く
經
營
位
置
、
六

に
曰
く
傳
模
移
寫
と
。
六
灋
の
精
論
は
、
萬
古
移
ら
ず
。
然
り
而
し
て
骨
灋
用
筆
以
下
五
者
は
學
ぶ
べ
し
。
其
の
氣
韻
の
如
き
は
必
ず

生
知
に
在
り
て
、
固
よ
り
巧
密
を
以
て
得
べ
か
ら
ず
、
復
た
歳
月
を
以
て
到
る
べ
か
ら
ず
。
黙
契
神
會
し
て
、
然
る
を
知
ら
ず
し
て
然

る
な
り
。
嘗
て
試
み
に
之
れ
を
論
ず
る
に
、
竊
か
に
古
自
り
奇
蹟
を
觀
る
に
、
多
く
は
是
れ
軒
冕
才
賢
、
巖
穴
上
士
、
仁
に
依
り
て
藝

に
遊
び
、
賾
を
探
り
深
を
鉤
り
、
高
雅
の
情
は
、
一
に
畫
に
寄
す
。
人
品
旣
已
に
高
け
れ
ば
、
氣
韻
は
高
か
ら
ざ
る
を
得
ず
。
氣
韻
旣

已
に
高
け
れ
ば
、
生
動
は
至
ら
ざ
る
を
得
ず
。
…
…
凡
そ
畫
は
必
ず
氣
韻
を
周
く
し
て
、
方
め
て
世
珍
と
號
す
。
尓
ら
ざ
れ
ば
巧
思
を

竭
す
と
雖
も
、
止
だ
衆
工
の
事
と
同
じ
く
、
畫
と
曰
ふ
と
雖
も
畫
に
非
ず
。
…
…
輪
扁
も
其
の
子
に
傳
ふ
る
能
は
ず
。
天
機
自
り
得
、

靈
府
に
出
づ
る
に
繋
る
な
り
。
且
つ
世
の
押
字
を
相
す
る
術
の
如
き
は
、
之
れ
を
心
印
と
謂
い
、
本
心
源
よ
り
し
、
想
は
形
跡
を
成
し
、

跡
は
心
と
合
す
、
是
れ
を
之
れ
印
と
謂
う
。
…
…
書
畫
豈
に
氣
韻
の
高
卑
よ
り
逃
れ
ん
。

ま
ず
郭
若
虛
の
い
う
「
氣
韻
」
は
、
作
者
の
氣
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
だ
が
、
單
に
作
者
の
氣
で
は
な
く
、
素
質
の
面
と
し
て
も
論
じ
ら

れ
て
お
り
、
畫
工
は
「
描
く
對
象
の
氣
韻
（
神
）」
を
表
す
こ
と
が
で
き
ず
、
精
神
性
の
高
い
人
し
か
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
捉
え
方
も

あ
る

。
い
ず
れ
も
郭
氏
の
論
に
お
い
て
後
者
五
法
は
學
べ
る
が
、
氣
韻
は
必
ず
生
ま
れ
つ
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
學
ぶ
こ
と
が
で
き
な

（7）

い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
點
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
後
者
五
法
は
全
て
繪
畫
技
術
面
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

『
荘
子
』
の
輪
扁
の
話
を
借
り
つ
つ
、
こ
の
體
得
さ
れ
た
境
地
は
他
者
に
傳
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
目
の
學
を

め
ぐ
る
問
題
は
、
技
術
を
習
得
し
て
も
そ
こ
か
ら
氣
韻
を
學
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
氣
韻
が
如
何
に
學
び
得
ら
れ
る
の
か
、
或
は
技
術
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習
得
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
か
。
二
つ
目
は
、
個
々
人
の
氣
質
や
精
神
的
源
は
異
な
る
た
め
、
他
者
を
模
倣
し
た
り
他
者
に

移
植
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
氣
韻
生
動
と
は
、
人
格
が
高
い
人
に
し
か
表
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、

個
人
の
精
神
的
境
地
を
他
人
に
傳
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
各
人
の
精
神
的
境
地
か
ら
様
々
な
氣
韻
が
現
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
必

在
生
知
」
を
一
先
ず
お
き
、
郭
氏
の
「
氣
韻
非
師
論
」
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
氣
韻
に
お
け
る
他
の
可
能
性
を
再
解
釋
す
る
余
地
が

あ
る
。
さ
ら
に
人
の
精
神
境
地
や
人
格
が
變
革
が
で
き
て
も
、
表
す
氣
韻
は
本
當
に
變
え
ら
れ
な
い
の
か
、
ま
た
軒
冕
才
賢
、
巖
穴
上
士
以

外
の
一
般
人
が
「
仁
に
依
り
、
藝
に
遊
ぶ
」
の
は
不
可
能
で
あ
る
の
か
、
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
點
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
二
）「
氣
韻
生
知
」
へ
の
疑
問

上
述
の
よ
う
な
、
氣
韻
を
學
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
と
も
、
後
天
的
に
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
は
、
大
き
な
議
論
の
対
象
に
は

な
ら
ず
と
も
、
い
く
ら
か
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
氣
韻
生
動
は
學
ぶ
こ
と
で
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う
次
の
よ
う
な
疑
問

が
淸
代
に
見
受
け
ら
れ
た
。

問
、
聆
夫
子
之
教
、
諄
諄
以
氣
韻
生
動
爲
主
。
日
久
自
獲
管
城
效
靈
、
則
是
氣
韻
生
動
、
人
力
可
能
也
。
而
謝
赫
所
論
六
法
、
氣
韻
生

動
、
必
在
生
知
、
固
不
可
以
巧
密
得
。
於
此
疑
信
相
參
、
請
夫
子
明
示
之
。（
布
顏
圖
『
畫
學
心
法
問
答
』）
（8）

問
う
、
夫
子
の
教
え
を
聆
く
に
、
諄
諄
と
し
て
氣
韻
生
動
を
以
て
主
と
爲
す
。
日
久
し
く
し
て
自
づ
か
ら
管
城
効
靈
を
獲
れ
ば
、
則
ち

是
れ
氣
韻
生
動
に
し
て
、
人
力
能
く
す
べ
き
な
り
と
。
而
る
に
謝
赫
論
ず
る
所
の
六
法
、
氣
韻
生
動
は
、
必
ず
生
知
に
在
り
、
固
よ
り

巧
密
を
以
て
得
べ
か
ら
ず
。
此
に
於
い
て
疑
信
相
い
參
ず
れ
ば
、
夫
子
に
請
ふ
ら
く
は
之
れ
を
明
示
せ
ら
れ
よ
。

こ
こ
で
は
「
氣
韻
生
知
」
が
問
答
形
式
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
布
顏
圖
（
淸
の
人
、
生
没
年
不
詳
）
は
、
普
段
生
徒
に
氣
韻
生
動
は
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人
の
力
で
致
す
こ
と
が
で
き
る
と
教
え
て
い
た
が
、
生
徒
は
「
人
力
可
能
」
と
「
氣
韻
生
動
、
必
在
生
知

」
に
矛
盾
を
感
じ
疑
問
を
持
っ

た
。
こ
こ
で
示
し
た
の
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
氣
韻
は
一
體
學
べ
る
か
否
か
と
い
う
疑
問
を
持
つ
人
が
少
な
く
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
想

像
す
る
に
難
く
な
い

。
（9）

氣
韻
は
學
べ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
發
す
る
分
岐
は
、
お
そ
ら
く
郭
若
虛
の
「
非
師
」「
生
知
」「
不
可
學
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
と
い
う
點
に
あ
る
だ
ろ
う
。

二

氣
韻
非
師
解
釋
の
變
容
と
自
己
變
革
（10）

(

一)

繪
畫
理
論
に
お
け
る
「
生
知
」「
學
知
」
の
構
造

前
述
の
通
り
郭
若
虛
の
「
氣
韻
」
は
議
論
で
き
る
點
が
殘
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
氣
韻
に
お
け
る
先
天
と
後
天
の
發
言
を
み
て
み
た
い
。

趙
孟
濚
（
南
宋
の
人
、
生
没
年
不
詳
）

の
話
に

（11）

畫
謂
之
無
聲
詩
、
乃
賢
哲
寄
興
、
有
神
品
、
有
能
品
。
神
者
才
識
淸
高
、
揮
毫
自
逸
、
生
而
知
之
者
也
。
能
者
源
流
傳
授
、
下
筆
有
法
、

學
而
知
之
者
也
。（『
趙
氏
鐵
網
珊
瑚
』
卷
十
二
「
趙
子
固
梅
竹
詩
」
の
条
）
（12）

畫
之
れ
を
無
聲
の
詩
と
謂
い
、
乃
ち
賢
哲
興
を
寄
せ
、
神
品
有
り
、
能
品
有
り
。
神
な
る
者
は
才
識
淸
高
た
り
て
、
揮
毫
自
ず
と
逸
た

り
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
る
者
な
り
。
能
な
る
者
は
源
流
よ
り
傳
授
さ
れ
、
筆
を
下
す
に
法
有
り
て
、
學
び
て
之
れ
を

知
る
者
な
り
。
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と
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
生
知
」「
學
知
」
の
論
理
構
造
は
『
論
語
』
季
氏
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
繪
畫
論
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
郭
若
虛
の
場
合
は
、「
生
知
」
を
使
用
し
、「
學
知
」
と
い
う
言
葉
は
直
接
用
い
て
な
い
が
、「
然

而
骨
法
用
筆
以
下
五
者
可
學
」
と
い
う
句
に
「
學
知
」
が
滲
み
だ
し
て
い
る
。
一
方
趙
孟
濚
の
話
で
は
郭
氏
と
類
似
し
、「
生
知
」
に
「
賢

哲
寄
興
」
を
擧
げ
な
が
ら
、「
氣
韻
」
で
は
な
く
「
才
識
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
り
、
精
神
境
地
と
關
わ
る
意
味
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
一

と
言
え
る
。
趙
孟
濚
は
、
神
な
る
者
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
り
、
能
な
る
者
は
學
び
て
之
れ
を
知
る
と
考
え
る
。
卽
ち
才
識
の

淸
高
な
も
の
は
「
生
知
」
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
傳
授
に
よ
っ
て
習
得
し
た
も
の
は
「
學
知
」
で
あ
る
。
こ
の
傳
授
は
精
神
的
境
地
で
な
く
、

畫
法
を
指
し
て
い
る
。

再
び
郭
若
虛
の
話
に
戻
る
。
郭
若
虛
が
唱
え
た
六
法
の
う
ち
氣
韻
だ
け
は
「
生
知
」
の
み
で
「
學
知
」
は
な
い
と
さ
れ
た
。
骨
法
用
筆
な

ど
の
五
法
は
「
可
學
」
と
郭
若
虛
が
定
義
し
て
い
る
か
ら
、「
學
知
」
と
理
解
で
き
る
。
郭
氏
の
論
じ
た
「
可
學
」
は
單
に
技
術
面
の
み
を

指
す
の
で
あ
り
、
精
神
面
を
含
ま
な
い
。
一
方
で
氣
韻
に
關
し
て
、
人
格
修
養
に
よ
っ
て
到
達
で
き
る
と
説
い
て
い
な
い
が
、
そ
の
可
能
性

へ
の
否
定
も
見
ら
れ
な
い
。
郭
氏
の
後
、
繪
畫
理
論
に
お
け
る
氣
韻
論
の
「
生
知
」「
學
知
」
に
對
す
る
解
釋
が
焦
點
と
な
っ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
董
其
昌
の
所
論

前
述
の
よ
う
に
郭
若
虛
の
「
輪
扁
」
を
引
用
し
た
話
や
（
氣
韻
）
不
可
學
の
話
か
ら
、
彼
の
「
論
氣
韻
非
師
」
は
二
つ
の
方
向
か
ら
新
た

に
理
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
「
非
師
」
の
「
氣
韻
と
し
て
表
れ
る
精
神
境
地
は
師
か
ら
繼
承
で
き
な
い
」、
も
う
一
つ

は
「
不
可
學
」
の
「
氣
韻
は
繪
畫
技
法
レ
ベ
ル
の
學
習
で
は
得
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
生
知
、
學
知
」
の
構
造
に
沿
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う
中
身
の
變
容
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
先
の
趙
孟
濚
以
外
に
は
郭
若
虛
か
ら
董
其
昌
に
至
る
ま
で
繪
畫
理
論
で
は
「
生
知
」
や
「
學
知
」

の
議
論
は
殆
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
郭
氏
の
氣
韻
説
に
新
し
い
解
釋
を
加
え
た
者
も
見
ら
れ
な
い
。
郭
氏
の
氣
韻
説
へ
の
再
解
釋
に

關
し
て
ま
ず
董
其
昌
（1555

～1636

）
の
發
言
を
み
る
。

余
病
其
欠
淡
。
淡
乃
天
骨
帶
來
、
非
學
可
及
。
内
典
所
謂
無
師
智
、
畫
家
謂
之
氣
韻
也
。（『
容
臺
集
』
別
集
卷
三
、
題
跋
、
書
品
）
（13）

余
れ
其
の
淡
を
欠
く
を
病
と
す
。
淡
は
乃
ち
天
骨
帶
來
し
、
學
ん
で
及
ぶ
べ
き
に
非
ず
。
内
典
の
所
謂
無
師
智
、
畫
家
之
れ
を
氣
韻
と

謂
う
な
り
。

董
其
昌
は
「
淡
」
を
氣
韻
に
よ
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
郭
若
虛
の
主
張
を
繼
承
し
て
「
氣
韻
」
は
學
ぶ
こ
と
で
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な

い

、
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
「
氣
韻
」（
を
發
揮
で
き
る
精
神
境
地
）
と
は
佛
典
に
説
か
れ
る
「
無
師
智
」
で
あ
る
と
し
た
。「
無
師
智
」
に

（14）
つ
い
て若

有
衆
生
、
從
佛
世
尊
聞
法
信
受
、
勤
修
精
進
、
求
一
切
智
、
佛
智
、
自
然
智
、
無
師
智
。（
鳩
摩
羅
什
譯
『
法
華
經
』
比
喩
品
）
（15）

若
し
衆
生
有
り
て
、
佛
世
尊
從
り
法
を
聞
き
信
受
し
、
勤
修
精
進
し
、
一
切
智
、
佛
智
、
自
然
智
、
無
師
智
を
求
む
。

無
師
智
者
、
前
之
三
智
並
不
從
師
得
、
故
云
無
師
智
。（
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
卷
六
）
（16）

無
師
智
な
る
者
、
前
の
三
智
は
並
び
て
師
從
り
す
る
を
得
ず
、
故
に
無
師
智
と
云
ふ
。

佛
教
で
は
、「
無
師
智
」
と
は
衆
生
に
本
來
具
わ
る
佛
智
の
こ
と
を
指
し
、
無
明
で
あ
る
が
故
に
そ
れ
を
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
か

れ
る
。
こ
の
無
師
智
は
そ
の
名
の
通
り
、
師
か
ら
授
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
自
證
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
さ
れ
る

。
つ
ま
り
本

（17）

性
に
返
る
こ
と
で
、
外
か
ら
學
び
得
る
の
で
は
な
く
、
修
行
に
よ
っ
て
顯
現
す
る
わ
け
で
あ
る
。
彼
の
い
う
氣
韻
或
は
氣
韻
を
發
す
る
精
神

境
地
は
卽
ち
無
師
智
で
あ
る
た
め
、
郭
若
虛
の
「
非
師
」「
不
可
學
」
に
當
て
は
ま
り
、
卽
ち
人
々
皆
が
本
來
持
つ
潛
在
力
と
解
釋
で
き
る
。
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つ
ま
り
、
氣
韻
は
外
側
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
手
段
を
通
じ
て
本
來
あ
る
内
在
的
な
能
力
を
引
き
出
す
も
の
と
い
う
意

味
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
董
其
昌
は
郭
若
虛
の
説
を
繼
承
し
つ
つ
、
大
い
に
そ
の
説
を
發
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
董
其
昌
は
さ
ら
に

「
學
」
に
焦
點
を
當
て
た
主
張
を
し
て
い
る
。

畫
家
六
法
、
一
氣
韵
生
動
、
氣
韵
不
可
學
、
此
生
而
知
之
、
自
有
天
授
、
亦
有
學
得
處
。
讀
萬
卷
書
、
行
萬
里
路
、
胸
中
脱
去
塵
濁
、

自
然
邱
壑
内
營
、
立
成
鄄
鄂
、
隨
手
寫
出
、
皆
爲
山
水
傳
神
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
訣
」）
（18）

畫
家
六
法
、
一
氣
韵
生
動
、
氣
韵
は
學
ぶ
べ
か
ら
ず
、
此
れ
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
り
、
自
ず
か
ら
天
授
有
る
も
、
亦
た
學

び
て
得
る
處
有
り
。
萬
卷
の
書
を
讀
み
、
萬
里
の
路
を
行
き
、
胸
中
塵
濁
を
脱
去
し
、
自
然
邱
壑
内
營
し
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
鄄
鄂
を
成

し
、
手
に
隨
い
寫
出
す
れ
ば
、
皆
な
山
水
の
傳
神
と
爲
る
。

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
理
論
の
行
き
詰
り
を
解
決
す
る
手
立
て
を
見
出
し
た
董
其
昌
は
、
郭
若
虛
の
論
を
受
け
な
が
ら
も
巧
み
に
郭
氏

の
「
必
在
生
知
」
を
避
け
た
こ
と
で
「
亦
有
學
得
處
」
と
い
う
方
向
に
う
ま
く
轉
換
で
き
た
。
董
其
昌
の
論
じ
た
氣
韻
の
一
部
の
定
義
は
郭

若
虛
と
同
じ
く
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
董
其
昌
の
論
じ
た
氣
韻
は
皆
が
本
來
持
ち
、
或
は
努
力
で
顯
現
で
き
る
。
し
か
し
前
の

一
文
で
「
非
學
可
及
」
と
い
っ
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
こ
こ
の
一
文
で
は
「
亦
有
學
得
處
」
と
述
べ
ら
れ
、
し
か
も
學
べ
る
具
體
的
な
實

踐
法
を
も
提
示
し
て
い
る
。
一
見
矛
盾
し
て
見
え
る
が
、
そ
の
後
ろ
の
句
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
董
氏
の
示
し
た
そ
れ
ら
の
方
法
の
最

終
的
な
目
的
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
内
心
の
塵
濁
を
取
り
除
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
い
う
「
無
師
智
」
の
比
喩
に
卽
し
て
考
え

れ
ば
、
塵
濁
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
本
來
の
「
無
師
智
＝
氣
韻
（
を
發
す
精
神
境
地
）」
が
現
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

彼
の
い
う
「
學
」
の
定
義
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
繪
畫
に
關
す
る
話
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
示
し
た
「
學
」
の
手
段
は
、
繪

畫
そ
の
も
の
と
直
接
關
連
す
る
も
の
が
一
つ
も
な
い
。
か
つ
「
無
師
智
」
の
論
理
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
、
彼
の
い
う
「
學
」
は
「
反
る
」
と
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い
う
點
に
中
心
が
お
か
れ
、
本
然
の
性
に
戻
す
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
の
氣
韻
に
お
け
る
「
生
知
」「
學
知
」
の

問
題
は
「
聖
人
學
び
て
至
る
べ
き
か
。
曰
く
、
然
り
と
。
…
…
之
れ
を
性
に
す
る
者
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
る
者
な
り
、
之
れ

に
反
る
者
は
學
び
て
之
れ
を
知
る
者
な
り
、
又
た
曰
く
、
孔
子
は
則
ち
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
る
な
り
。
孟
子
は
則
ち
學
び
て
之

れ
を
知
る
な
り
。
後
人
達
せ
ず
、
聖
は
本
よ
り
生
知
に
し
て
、
學
び
て
至
る
べ
き
に
非
ず
と
以
謂
い
、
爲
學
の
道
遂
に
失
う
。（『
河
南
程

氏
文
集
』
卷
八
、
伊
川
先
生
文
四
、「
顏
子
所
好
何
學
論
」）

」
と
い
う
宋
學
の
「
聖
人
學
び
て
至
る
可
し
」
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

（19）

る
。
董
氏
は
こ
れ
と
近
似
す
る
理
論
モ
デ
ル
で
問
題
解
決
を
試
み
た
と
い
う
よ
う
に
み
え
る
が
、
但
し
な
ぜ
こ
う
し
た
哲
學
上
の
進
展
は
、

董
其
昌
に
至
る
ま
で
の
數
百
年
繪
畫
理
論
に
反
映
さ
れ
ず
、
繪
畫
理
論
に
お
い
て
沈
黙
が
續
い
て
い
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
可
解
で
あ
る
。

と
り
わ
け
董
氏
は
心
性
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
上
げ
、
こ
の
繪
畫
理
論
の
問
題
を
繪
畫
で
の
解
決
で
は
な
く
自
己
變
革
或
は
本
性
の
回
帰
の
問

題
に
さ
せ
て
結
び
付
け
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
彼
は
郭
若
虛
の
論
じ
た
「
氣
韻
は
學
べ
な
い
」
を
「
繪
畫
そ
の
も
の
か
ら
學
べ
な
い
」「
外

側
か
ら
學
び
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
解
釋
し
た
と
讀
み
取
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
董
其
昌
の
所
論
に
よ
っ
て
、
氣
韻
は
何
ら
か
の
手
段

で
到
達
で
き
る
と
い
う
可
能
性
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
氣
韻
に
お
け
る
「
生
知
」「
學
知
」
の
變
容

董
其
昌
の
氣
韻
再
解
釋
を
き
っ
か
け
と
し
、
彼
以
後
の
理
論
家
も
近
い
見
解
を
持
ち
始
め
「
氣
韻
」
に
關
す
る
様
々
な
主
張
を
打
ち
出
し

た
。
ま
ず
方
薫
（1736

～1799

）
の
發
言
を
み
る
。

昔
人
謂
氣
韻
生
動
是
天
分
。
然
思
有
利
鈍
、
覺
有
後
先
、
未
可
概
論
之
也
。
委
心
古
人
、
學
之
而
無
外
慕
、
久
必
有
悟
。
悟
後
與
生
知

殊
途
同
歸
。（
方
薰
『
山
靜
居
論
畫
』
卷
上
）
（20）
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昔
人

氣
韻
生
動
は
是
れ
天
分
と
謂
ふ
。
然
る
に
思
に
は
利
鈍
有
り
、
覺
に
は
後
先
有
り
て
、
未
だ
之
れ
を
概
論
す
べ
か
ら
ず
。
心
を

古
人
に
委
ね
、
之
れ
を
學
び
て
外
慕
無
け
れ
ば
、
久
し
く
し
て
必
ず
悟
る
有
り
。
悟
り
て
後
に
生
知
と
途
を
殊
に
し
て
歸
を
同
じ
く
す
。

方
薫
は
、
昔
人
は
氣
韻
生
動
を
生
ま
れ
つ
き
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
概
に
は
言
え
な
い
と
主
張
し
た
。
卽
ち
「
生
知
」
以
外
、
古
人
に

心
を
寄
せ
長
く
學
べ
ば
體
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
先
天
に
せ
よ
後
天
的
な
領
得
に
せ
よ
最
終
的
な
結
果
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
だ

が
、
こ
こ
で
の
一
つ
の
問
題
は
卽
ち
悟
後
や
生
知
に
お
い
て
何
が
學
べ
何
が
學
べ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
方
薰
の
ほ
か
の
發
言
を
合

わ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

畫
法
可
學
而
得
之
。
畫
意
非
學
而
有
之
者
、
惟
多
讀
書
卷
以
發
之
、
廣
聞
見
以
廓
之
。（『
山
靜
居
論
畫
』
卷
上
）
（21）

畫
法
は
學
び
て
之
れ
を
得
べ
し
。
畫
意
は
學
び
て
之
れ
有
る
者
に
非
ず
、
惟
だ
多
く
書
卷
を
讀
み
て
以
て
之
れ
を
發
し
、
聞
見
を
廣
げ

て
以
て
之
れ
を
廓
す
。

方
薫
の
こ
の
發
言
で
は
、
繪
畫
制
作
を
二
つ
の
側
面
に
分
け
て
い
る
。
一
つ
は
畫
法
、
も
う
一
つ
は
畫
意
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
畫

法
は
學
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
畫
意
に
つ
い
て
は
直
接
學
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
更
に
畫
意
は
讀
書
や
見
聞
を
廣
げ
た
り
す
る
こ
と

で
間
接
的
に
到
達
し
發
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
こ
に
氣
韻
と
い
う
言
葉
は
直
接
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
畫
意
は
氣

韻
と
同
じ
く
作
者
に
よ
っ
て
發
せ
ら
れ
て
作
品
に
投
射
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
畫
意
も
氣
韻
も
作
者
の
精
神
的
境
地
に
關
わ
る
點
で

は
變
わ
り
が
な
い
。

彼
の
「
可
學
」
と
「
非
學
」
に
注
目
し
た
い
。
董
其
昌
は
、
讀
書
と
行
萬
里
路
を
氣
韻
へ
の
學
習
と
見
做
し
た
。
方
薫
の
表
現
は
や
や
異

な
り
、
最
初
畫
意
は
學
ん
で
得
ら
れ
な
い
と
述
べ
な
が
ら
、
後
半
に
讀
書
し
た
り
見
聞
を
廣
げ
る
こ
と
で
畫
意
に
到
達
で
き
る
と
論
ず
る
。

要
す
る
に
畫
意
と
氣
韻
は
、
繪
畫
そ
の
も
の
か
ら
直
接
學
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
、
繪
畫
活
動
以
外
の
修
養
を
通
じ
て
追
及
で
き
る
、
と
考
え
ら
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れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

氣
韻
に
お
け
る
先
天
と
後
天
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
淸
代
の
繪
畫
論
で
も
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
鄒
一
桂
（1688

～1772

）

は
「
筆
の
雅
俗
、
性
に
本
づ
き
て
生
じ
、
亦
た
學
習
に
由
る
。
生
ま
れ
て
俗
な
る
者
を
医
す
べ
か
ら
ず
、
習
ひ
て
俗
な
る
者
猶
お
救
ふ
可
し

」
（22）

と
述
べ
て
い
る
。
氣
韻
の
語
を
使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
繪
畫
に
お
け
る
雅
俗
は
作
者
自
身
の
氣
質
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
彼
は
、
生
ま

れ
つ
き
「
俗
」
で
あ
る
な
ら
變
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
天
的
に
「
俗
」
で
あ
れ
ば
變
え
ら
れ
る
と
論
じ
た
。
鄒
氏
の
持
論
は
、
董
其

昌
と
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
全
體
的
に
郭
若
虛
の
發
言
と
比
べ
れ
ば
、
後
天
的
な
努
力
に
よ
る
向
上
の
可
能
性
が
あ
る
。

續
い
て
「
生
知
」
と
「
學
知
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
王
昱
（1714

～1748

）
に
以
下
の
發
言
が
あ
る
。

吾
夫
子
自
幼
明
敏
。
初
落
筆
便
有
書
卷
氣
。
蓋
生
而
知
之
、
直
接
董
巨
倪
黃
衣
鉢
。
常
人
由
學
而
知
、
必
須
讀
書
以
明
理
、
游
覽
以
廣

識
、
苦
心
探
索
、
循
習
有
年
、
亦
可
到
神
明
地
位
。（『
東
莊
論
畫
』）
（23）

吾
が
夫
子
幼
き
自
り
明
敏
た
り
。
初
め
て
筆
を
落
す
に
便
ち
書
卷
の
氣
有
り
。
蓋
し
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
れ
を
知
り
、
直
ち
に
董

巨
倪
黃
の
衣
鉢
を
接
す
。
常
人
は
學
に
由
り
て
知
り
、
必
ず
書
を
讀
み
て
以
て
理
を
明
ら
か
に
し
、
游
覽
し
て
以
て
識
を
廣
く
し
、
苦

心
し
て
探
索
し
、
循
習
し
て
年
有
る
を
須
ち
て
、
亦
た
神
明
の
地
位
に
到
る
べ
し
。

王
昱
は
、
自
分
の
師
で
あ
る
王
原

が
幼
い
頃
初
め
て
繪
を
描
い
た
時
旣
に
書
卷
の
氣

を
表
現
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
初
め

（24）

て
の
描
畫
で
も
作
品
に
よ
き
氣
韻
が
現
れ
る

。
王
原

は
常
人
と
異
な
り
「
生
而
知
之
」
よ
う
な
人
と
さ
れ
た
。
し
か
し
常
人
が
學
ん
で

（25）

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
點
は
、
注
目
に
値
す
る
。
勿
論
そ
の
考
え
は
基
本
的
に
董
其
昌
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
言
葉
の
表

現
と
し
て
前
述
し
た
趙
孟
濚
の
話
に
あ
る
「
生
知
・
學
知
」
と
同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
方
向
性
は
遥
か
に
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら

趙
孟
濚
の
「
學
知
」
は
郭
氏
の
「
五
法
可
學
」
の
中
身
と
相
應
し
て
單
に
繪
畫
技
術
面
の
話
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
王
昱
の
「
學
知
」
は
董



- 42 -

其
昌
の
「
亦
有
學
得
處
」
を
繼
承
し
て
、
精
神
面
の
話
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
繪
畫
に
お
け
る
「
生
知
」「
學
知
」
を
セ
ッ
ト
に
し

た
構
造
は
、
前
者
の
「
生
知
＝
氣
韻
」「
學
知
＝
繪
畫
技
法
」
か
ら
完
全
に
「
氣
韻
」
の
話
に
轉
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
卽
ち
氣
韻
は
「
生

知
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
學
知
」
も
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
「
無
師
智
」
の
比
喩
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
、
氣
韻
或
は
氣
韻
の
源
で
あ
る
性
は
普
遍
性
を
有
し
、
誰
で
も
そ
の
よ
う
な
潛
在
力
が
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。
で
は
そ
の
潛
在
的
な
能
力
と
人
の
資
質
や
氣
韻
の
高
低
に
つ
い
て
は
一
體
ど
う
い
う
關
係
性
を
持
っ
て
い
る
か
。
次
に

張
庚
（1685

～1760

）
の
話
を
み
て
考
え
た
い
。

人
之
稟
質
、
固
有
敏
鈍
之
殊
。
然
其
資
始
資
生
一
也
。
豈
鈍
者
性
命
有
不
正
者
乎
。
惟
是
習
氣
之
誤
傷
不
淺
耳
。（『
浦
山
論
畫
』
論

入
門
）
（26）

人
の
稟
質
、
固
よ
り
敏
鈍
の
殊
な
る
こ
と
有
り
。
然
れ
ど
も
そ
の
資
始
資
生
は
一
な
り
。
豈
に
鈍
な
る
者
の
性
命
に
正
し
か
ら
ざ
る
者

有
ら
ん
や
。
惟
だ
是
れ
習
氣
の
誤
傷
淺
か
ら
ざ
る
の
み
。

張
庚
は
、
人
に
は
生
ま
れ
つ
き
資
質
の
違
い
が
あ
る
が
、
性
命
が
不
正
な
る
者
は
い
な
い
と
主
張
し
た
。
彼
の
考
え
で
は
、
資
質
の
違
い

は
先
天
的
に
決
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
最
も
厄
介
な
の
は
習
氣
で
あ
る
。
そ
し
て
表
層
的
な
相
違
（
習
氣
）
に
對
し
、
根
本
と
さ
れ

る
性
命
は
平
等
な
も
の
と
さ
れ
る
。

（
四
）
郭
若
虛
説
へ
の
批
判

そ
の
ほ
か
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
郭
若
虛
の
觀
點
を
強
く
批
判
す
る
者
も
い
た
。
秦
祖
永
（1825

～1884

）
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
彼
は

以
下
の
よ
う
に
言
う
。
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性
者
天
所
賦
機
者
、
神
之
用
。
氣
韻
生
動
則
根
於
性
而
成
於
習
。
若
郭
若
虛
氏
謂
五
法
可
學
、
如
其
氣
韻
必
在
生
知
。
此
謬
說
也
。（『
畫

學
心
印
』
卷
二
、
雜
採
諸
家
山
水
論
）
（27）

性
な
る
者
は
天
の
機
を
賦
す
る
所
の
者
に
し
て
、
神
の
用
な
り
。
氣
韻
生
動
は
則
ち
性
に
根
づ
き
て
習
に
成
る
。
郭
若
虛
氏
の
五
法
は

學
ぶ
べ
く
、
其
の
氣
韻
の
如
き
は
必
ず
生
知
に
在
り
と
謂
ふ
が
若
き
は
、
此
れ
謬
説
な
り
。

秦
祖
永
は
郭
若
虛
を
強
烈
に
批
判
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
張
載
の
い
う
「
人
の
性
は
同
じ
と
雖
も
氣
則
ち
異
有

り
…
…
學
に
志
せ
ば
則
ち
以
て
其
の
氣
と
習
に
勝
る
べ
し
。

」
と
、
秦
祖
永
の
考
え
は
似
た
よ
う
な
論
理
を
持
つ
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ

（28）

ま
で
述
べ
て
き
た
各
理
論
家
の
發
言
か
ら
、
董
其
昌
以
後
、
郭
氏
に
よ
る
「
氣
韻
」
の
問
題
が
繪
畫
理
論
に
道
學
的
な
要
素
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
つ
氣
質
變
化
な
ど
の
道
學
的
な
發
想
や
佛
教
的
な
修
養
法
は
必
然
的
に
繪
畫
理
論
に
吸
收
さ
れ
一
般
化

の
趨
勢
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
郭
若
虛
か
ら
董
其
昌
ま
で
の
繪
畫
理
論
に
お
い
て
郭
氏
の
氣
韻
説
へ
の
異
論
な
ど
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
た
だ
董
其
昌
以
前
こ
の
問
題
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

先
述
の
如
く
董
其
昌
の
「
無
師
智
」「
氣
韻
…
…
亦
有
可
學
處
」、
張
庚
の
い
う
「
性
命
」、
方
薫
が
論
じ
る
「
悟
後
與
生
知
殊
途
同
歸
」、

王
昱
が
主
張
す
る
「
常
人
由
學
而
知
」
の
語
は
、
い
ず
れ
も
、
基
本
的
に
郭
氏
の
觀
點
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
後
天
的
な

學
習
の
重
要
性
を
盛
ん
に
主
張
し
て
い
る
。
董
其
昌
は
、「
師
よ
り
授
か
る
に
非
ず
」
と
言
う
「
無
師
智
」
を
行
き
詰
ま
っ
た
郭
若
虛
の
氣

韻
説
に
す
り
替
え
て
突
破
口
を
開
い
た
。
そ
れ
が
「
氣
韻
は
必
ず
生
知
に
在
り
」
か
ら
「
氣
韻
學
び
て
之
れ
を
知
る
」
へ
の
最
大
の
轉
換
點

と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
彼
ら
の
言
う
と
こ
ろ
の
學
習
や
努
力
は
殆
ど
繪
畫
そ
の
も
の
か
ら
着
手
す
る
も
の
で
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

う
し
た
觀
點
は
、
繪
畫
理
論
上
に
お
け
る
郭
若
虛
の
氣
韻
説
に
お
け
る
未
解
決
の
課
題
に
對
し
打
ち
出
し
た
新
解
釋
或
は
解
決
策
と
も
言
え
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よ
う
。

三

繪
畫
理
論
に
み
ら
れ
る
修
養
法
や
身
心
性
命
の
學
へ
の
言
及

（
一
）
修
養
法

前
述
の
董
其
昌
の
發
言
を
は
じ
め
、
幾
つ
か
の
修
養
法
が
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
直
接
精
神
向
上
に
向
か
う
方
法
と

み
ら
れ
、
特
に
董
氏
が
ヒ
ン
ト
を
與
え
て
く
れ
た
の
は
、
人
間
本
來
の
心
性
の
あ
り
方
に
反
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
考
え
と

方
法
は
、
聖
人
に
な
る
た
め
と
も
捉
え
ら
れ
、
自
ら
道
を
學
ぶ
と
意
識
し
な
が
ら
そ
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
續
い
て
修
養
に

關
す
る
方
法
そ
し
て
そ
の
所
謂
「
氣
質
變
化
」
を
取
り
入
れ
た
理
論
的
根
據
を
確
認
し
て
お
く
。
龔
賢
（1618

～1689

）
の
發
言
に

畫
於
衆
技
中
最
末
…
…
士
生
天
地
間
、
學
道
爲
上
、
養
氣
讀
書
次
之
。
卽
遊
名
山
川
、
出
交
賢
豪
長
者
皆
不
可
少
。
餘
力
則
攻
詞
賦

書
畫
棋
琴
。（『
虛
齋
名
畫
錄
』
卷
六
「
龔
賢
山
水
卷
跋
」）
（29）

畫
は
衆
技
の
中
に
於
い
て
最
も
末
な
り
…
…
士
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
學
道
を
上
と
爲
し
、
養
氣
讀
書
之
れ
に
次
ぐ
。
卽
ひ
名
山

川
に
遊
び
、
出
で
て
賢
豪
長
者
と
交
は
る
も
皆
な
少
か
る
べ
か
ら
ず
。
餘
力
あ
れ
ば
則
ち
詞
賦
書
畫
棋
琴
を
攻
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
道
を
學
ぶ
こ
と
を
根
本
と
し
、
養
氣
や
讀
書
を
次
と
し
、
そ
し
て
名
山
水
に
行
っ
た
り
、
賢
者
な
ど
と
交
友
し
た
り
し
て
、

余
裕
が
あ
れ
ば
、
詞
・
賦
・
書
・
畫
・
棋
・
琴
を
學
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
繪
畫
活
動
も
行
う
が
、

直
接
の
關
心
は
繪
畫
そ
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る

。
一
見
繪
畫
自
身
か
ら
離
れ
て
い
く
よ
う
に
み
え
る
が
、
極
論

（30）
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す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
建
前
と
し
て
は
彼
の
論
理
に
お
い
て
彼
自
身
が
呈
示
し
た
學
道
・
養
氣
・
讀
書
と
い
っ
た
修
養
論
的
な
行
い
は
、
決

し
て
繪
畫
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
繪
畫
を
基
軸
と
し
た
場
合
、
彼
の
舉
げ
た
學
道
・
養
氣
・
讀
書
と
い
う
具
體
的

な
方
法
論
は
、
繪
畫
に
お
け
る
實
踐
的
な
手
段
の
中
で
、
畫
家
の
修
養
論
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る

。
（31）

ま
ず
彼
の
い
う
「
學
道
」
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
宗
炳
の
「
唯
だ
當
に
懷
を
澄
み
て
道
を
觀
ず
べ
し
、
臥
し
て
以
て
之
れ
に
游
ぶ
」
な
ど

の
影
響
も
あ
っ
た
が

、
そ
の
「
學
道
」
を
「
養
氣
」「
讀
書
」
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
理
想
的
な
士
大
夫
像
に
卽
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も

（32）

の
と
な
り
、
す
な
わ
ち
儒
學
で
説
か
れ
た
讀
書
人
と
し
て
の
志
や
行
い
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い

。
そ
し
て
畫
家
が
「
道
」
を
求
め
る
こ

（33）

と
を
第
一
の
務
め
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
「
養
氣
」「
讀
書
」
へ
の
言
及
か
ら
、
繪
畫
理
論
に
お
い
て
「
自
己
變
革
」
や
「
聖
人
可
學
」
と

い
う
論
理
が
根
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
實
態
が
見
い
だ
せ
る

。
こ
の
「
學
道
」
は
聖
人
に
な
る
道
と
類
似
す
る
も
の

と
思
わ
れ
、
そ
し
て

（34）

（35）

勿
論
「
養
氣
」
は
單
な
る
氣
質
變
化
と
い
う
側
面
の
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
が

、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
氣
質
變
化
的
な
意
味
合
い
が
強

（36）

い

。
（37）旣

に
述
べ
た
よ
う
に
、
董
其
昌
が
「
氣
質
變
化
」
の
要
素
及
び
宋
學
的
な
考
え
を
取
り
入
れ
て
か
ら
の
氣
質
變
化
に
お
け
る
「
養
氣
」
は
、

繪
畫
理
論
で
重
要
な
役
割
と
し
て
働
い
て
お
り
、
龔
賢
の
論
じ
る
「
養
氣
」
を
は
じ
め
と
す
る
修
養
法
も
當
然
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
で
き
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
一
度
張
載
の
言
葉
を
み
て
確
認
し
て
お
く
。

形
而
後
有
氣
質
之
性
。
善
反
之
、
則
天
地
之
性
存
焉
。
故
氣
質
之
性
、
君
子
有
弗
性
焉
。
人
之
剛
柔
緩
急
、
有
才
與
不
才
、
氣
之
偏
也
。

天
本
參
和
不
偏
。
養
其
氣
、
反
之
本
而
不
偏
、
則
盡
性
而
天
矣
。（
張
載
『
正
蒙
』
誠
明
）

形
あ
り
て
後
に
氣
質
の
性
有
り
。
善
く
之
れ
に
反
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
性
存
す
。
故
に
氣
質
の
性
は
、
君
子
は
性
と
せ
ざ
る
有
り
。
人

の
剛
柔
緩
急
に
才
と
不
才
と
有
る
は
、
氣
の
偏
な
り
。
天
は
本
よ
り
參
和
し
て
偏
ら
ず
。
其
の
氣
を
養
い
、
之
れ
を
本
に
反
し
て
偏
ら
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ざ
れ
ば
、
則
ち
性
を
盡
し
て
天
な
り
。

氣
質
の
性
を
天
地
の
性
に
戻
す
と
い
う
論
理
は
「
養
氣
」「
氣
質
の
變
化
」
の
基
本
的
な
理
論
根
據
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の

道
徳
的
な
修
鍊

は
、「
成
性
」
そ
し
て
「
成
聖
」
を
目
的
と
す
る
。
三
浦
國
雄
氏
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
氣
の
純
化
は
「
學
」
の
一
字
に

（38）

集
約
さ
れ
る
精
神
的
か
つ
論
理
的
な
修
養
で
あ
り
、
こ
の
「
學
」
は
廣
い
も
の
で
讀
書
・
思
索
な
ど
も
含
ん
で
い
る

。
（39）

龔
賢
の
擧
げ
る
「
學
道
・
養
氣
・
讀
書
」
と
い
う
構
造
は
、
ま
さ
に
宋
學
に
お
け
る
自
己
變
革
説
と
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
哲
學
上
の

修
養
の
論
理
や
養
氣
、
讀
書
、
思
索
な
ど
の
方
法
は
、
繪
畫
理
論
の
中
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

。
つ
ま
り
董
其
昌
以
降

の
文
人
に
お
い
て
、「
氣
韻
非
師
」
や
「
氣
韻
生
知
」
と
い
う
難
題
は
、「
聖
人
可
學
」
と
い
う
命
題
に
繼
い
で
「
氣
韻
可
學
」
と
な
っ
た

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
經
緯
で
「
養
氣
」
な
ど
が
淸
の
繪
畫
理
論
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
修
養
法
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

そ
し
て
「
讀
書
」
と
い
う
方
法
も
董
其
昌
の
發
言
に
み
ら
れ
る
が
、
龔
賢
の
提
示
し
た
「
讀
書
」
も
「
自
己
變
革
」
の
手
段
と
同
時
に
繪

畫
修
養
論
の
一
環
と
し
て
も
扱
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
つ
「
讀
書
」
は
多
く
の
畫
論
に
お
い
て
最
も
薦
め
ら
れ
て
い
る
方
法
で
も
あ
る
。

結
局
そ
れ
も
精
神
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
學
識
で
天
資
の
不
足
を
補
い
、
内
心
の
俗
を
取
り
除
く
手
段
の
一
つ
で
あ

る

。
（40）し

か
し
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
董
其
昌
か
ら
引
き
繼
い
だ
龔
賢
の
「
讀
書
」
の
提
案
は
、
そ
の
後
半
の
説
明
に
あ
る
「
卽
遊
名
山
川
、
出

交
賢
豪
長
者
皆
不
可
少
」
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
繪
畫
理
論
に
お
い
て
は
「
讀
書
」
の
ほ
か
の
意
味
合
い
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
繪
畫
制
作
上
、
造
形
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
爲
の
行
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
唐
志
契
（1579

～1651

）
の
話
か
ら
考
え
る
。
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昔
人
評
大
年
畫
、
謂
胸
中
必
有
千
卷
書
、
非
真
有
千
卷
書
也
。
蓋
大
年
以
宋
宗
室
内
、
不
得
遠
游
。
每
集
四
方
遠
客
山
人
、
縱
談
名
山

大
川
、
以
爲
古
今
至
快
、
能
動
筆
者
、
便
令
其
想
像
而
出
之
。
故
其
胸
中
富
於
聞
見
、
便
富
於
丘
壑
。
然
則
不
行
萬
里
路
、
不
讀
萬
卷

書
、
欲
作
畫
祖
、
其
可
得
乎
。
此
在
士
夫
勉
之
、
無
望
於
庸
史
矣
。（
唐
志
契
『
繪
事
微
言
』
卷
下
、
畫
要
讀
書
）
（41）

昔
人
大
年
の
畫
を
評
し
、
胸
中
必
ず
千
卷
の
書
有
り
と
謂
ふ
は
、
真
に
千
卷
の
書
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
蓋
し
大
年
は
宋
の
宗
室
の
内

な
る
を
以
て
、
遠
く
遊
ぶ
を
得
ず
。
毎
に
四
方
の
遠
客
山
人
を
集
め
、
縱
に
名
山
大
川
を
談
じ
、
以
て
古
今
の
至
快
と
爲
し
、
能
く
筆

を
動
か
す
者
、
便
ち
其
の
想
像
を
し
て
之
れ
を
出
だ
さ
し
む

。
故
に
其
の
胸
中
見
聞
に
富
み
、
便
ち
丘
壑
に
富
む
。
然
ら
ば
則
ち
萬

（42）

里
の
路
を
行
か
ず
、
萬
卷
の
書
を
讀
ま
ず
、
畫
祖
と
作
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
其
れ
得
べ
け
ん
や
。
此
れ
士
夫
に
在
り
て
は
之
れ
を
勉
め
、

庸
史
に
望
む
こ
と
無
し
。

讀
書
や
見
聞
が
廣
け
れ
ば
、
繪
畫
制
作
に
お
い
て
有
効
的
な
助
力
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
繪
畫
修
養
法
は
單
に
人
格
革
新

の
意
味
合
い
の
み
で
な
く
、
繪
畫
制
作
に
お
け
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
た
め
の
行
爲
、
と
い
う
側
面
も
現
實
的
に
は
含
ま
れ
て
い

た
。包

括
的
に
い
う
と
、
そ
も
そ
も
聖
人
の
學
が
彼
ら
の
中
心
的
信
念
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
表
面
上
繪
畫
よ
り
道
徳
的
な
自
己
變
革
が
先
に

要
求
さ
れ
る
。
繪
畫
は
そ
の
外
延
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
繪
畫
制
作
の
理
論
と
は
言
え
、
そ
の
土
臺
は
儒
學
を
は
じ
め
と
す
る

自
己
變
革
に
お
け
る
理
論
モ
デ
ル
が
同
様
に
要
求
さ
れ
る
。
氣
質
變
化
を
は
じ
め
と
す
る
自
己
變
革
と
い
う
課
題
は
、
繪
畫
理
論
上
、
重
要

な
命
題
と
な
る
。
概
し
て
い
え
ば
繪
畫
理
論
に
お
け
る
氣
韻
や
氣
質
變
化
の
説
の
最
終
的
な
目
的
と
は
精
神
性
を
高
め
、
俗
を
除
く
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
養
氣
、
讀
書
、
遊
歷
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
修
養
論
は
自
己
變
革
の
哲
學
理
論
を
背
景
に
し
て
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
氣
質
變
化
の
立
場
か
ら
い
う
と
、
人
格
の
變
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革
は
極
め
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
個
人
的
な
氣
質
は
そ
も
そ
も
人
か
ら
人
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
理
論
上
、
郭
若

虛
が
「
輪
扁
」
の
話
を
引
用
し
て
展
開
し
た
論
の
意
味
合
い
に
合
致
さ
せ
る
努
力
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
郭
若
虛
の
「
氣
韻
非
師
」
を

「
氣
韻
は
師
か
ら
得
ら
れ
な
い
」
つ
ま
り
他
人
か
ら
得
ら
れ
な
い
、
そ
し
て
聖
人
へ
の
道
と
同
様
、「
生
知
」
以
外
に
「
學
知
」
と
い
う
ル

ー
ト
も
あ
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
氣
韻
或
は
氣
韻
を
表
す
精
神
性
と
い
う
も
の
は
、
自
己
の
努
力
に
よ
り
到
達
で
き
る
と
い
う
前
提
の

も
と
、
生
れ
つ
き
の
資
質
が
足
り
な
く
て
も
自
ら
の
後
天
的
な
精
神
向
上
に
よ
っ
て
（
よ
き
）
氣
韻
へ
の
變
容
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
論
理

が
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

（
二
）
身
心
性
命
の
學
へ
の
言
及

以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
繪
畫
理
論
に
お
け
る
修
養
法
は
、
氣
質
變
化
や
自
己
變
革
論
を
根
底
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
繪
畫
に

お
け
る
修
養
法
は
單
に
繪
畫
の
爲
に
行
う
も
の
で
は
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
後
に
進
展
が
み
ら
れ
る
。
沈
宗
騫
の
『
芥

舟
學
畫
編
』
に

筆
墨
之
道
本
乎
性
情
。
凡
所
以
涵
養
性
情
者
則
存
之
、
所
以
殘
賊
性
情
者
則
去
之
、
自
然
俗
日
離
而
雅
可
日
幾
也
。
…
…
畫
直
一
藝
耳
。

乃
同
於
身
心
性
命
之
學
、
不
繄
難
哉
。（『
芥
舟
學
畫
編
』
卷
二
、
山
水
、
避
俗
）
（43）

筆
墨
の
道
は
性
情
に
本
づ
く
。
凡
そ
性
情
を
涵
養
す
る
所
以
の
者
は
則
ち
之
れ
を
存
し
、
性
情
を
殘
賊
す
る
所
以
の
者
は
則
ち
之
れ
を

去
れ
ば
、
自
然
に
俗
は
日
に
離
れ
雅
は
日
に
幾
か
る
べ
き
な
り
。
…
…
畫
は
直
だ
一
藝
た
る
の
み
。
乃
ち
身
心
性
命
の
學
に
同
じ
く
、

繄
あ
難
か
ら
ざ
ら
ん
や
。

と
あ
る
よ
う
に
繪
畫
は
た
だ
の
技
術
で
は
な
く
、
身
心
性
命
の
學
に
も
等
し
い
と
明
言
さ
れ
て
い
る

。
（44）
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こ
の
發
言
は
、
繪
畫
修
養
論
に
お
け
る
最
も
重
要
な
規
定
で
あ
り
か
つ
總
括
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
ま
ま
で
論
じ
た
よ
う
に
、
哲
學
上

に
お
け
る
「
自
己
變
革
」
の
論
理
は
、
繪
畫
理
論
に
反
映
さ
れ
つ
つ
、
繪
畫
理
論
上
は
「
氣
韻
非
師
」
や
「
氣
韻
不
可
學
」
か
ら
、「
氣
韻

可
學
」
ま
で
進
展
を
成
し
遂
げ
、
更
に
身
心
性
命
の
學
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
繪
畫
修
養
論
は
哲
學
に
お
け
る

自
己
變
革
と
い
う
基
軸
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
理
論
モ
デ
ル
が
根
底
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
表
面
上
の
動

き
と
し
て
は
段
階
を
追
っ
て
明
確
化
さ
れ
る
わ
け
で
、
沈
宗
騫
の
こ
の
宣
言
は
や
は
り
非
常
に
劃
期
的
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

繪
畫
理
論
に
お
け
る
「
氣
韻
學
知
」
な
ど
の
修
養
論
は
董
其
昌
に
よ
る
主
張
以
前
に
は
表
面
化
す
る
こ
と
な
く
、
潛
在
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
董
其
昌
が
こ
の
理
論
を
提
示
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
修
養
論
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
理
論

家
、
畫
家
た
ち
は
、
郭
若
虛
の
論
を
繼
ぎ
な
が
ら
も
そ
れ
を
巧
妙
に
變
容
さ
せ
た
。
前
述
の
よ
う
に
郭
若
虛
の
論
じ
た
「
氣
韻
非
師
」
と
「
氣

韻
不
可
學
」
に
は
、
さ
ら
な
る
解
釋
を
加
え
る
余
地
が
あ
っ
た
が
故
に
、
董
其
昌
を
は
じ
め
と
す
る
理
論
家
や
文
人
畫
家
は
、「
氣
韻
」
を

普
遍
性
の
あ
る
「
性
命
」
や
「
無
師
智
」
な
ど
に
す
り
替
え
た
。
そ
し
て
氣
韻
は
心
性
の
修
養
を
通
じ
て
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま

り
本
來
内
面
に
具
足
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
外
側
か
ら
授
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
論
理
を
立
て
た
。
ま
た
郭
若
虛
の
「
不
可
學
」

を
「
繪
畫
の
技
術
面
か
ら
學
べ
な
い
」
と
い
う
方
向
に
進
み
、
さ
ら
に
學
道
・
養
氣
・
讀
書
な
ど
を
手
段
と
す
る
精
神
修
養
の
方
向
に
變
わ

っ
た
。
要
す
る
に
そ
れ
は
「
學
」
に
お
け
る
對
象
の
問
題
で
あ
り
、
氣
韻
は
繪
畫
技
術
か
ら
學
び
得
る
の
で
な
く
、
精
神
修
養
の
方
法
か
ら

學
び
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
卽
ち
一
旦
氣
韻
を
心
性
修
養
の
論
理
モ
デ
ル
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
氣
韻
の
向
上
や
變
化
が
必
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然
的
に
要
請
さ
れ
る
。

哲
學
上
に
お
け
る
「
生
知
」「
學
知
」
の
問
題
に
つ
づ
い
て
繪
畫
理
論
上
の
「
氣
韻
生
知
」
の
問
題
が
長
い
時
間
を
經
て
變
貌
を
遂
げ
た
。

こ
れ
を
基
礎
に
し
て
氣
韻
は
「
學
ぶ
可
し
」
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
繪
畫
に
お
い
て
「
養
氣
」「
讀
書
」「
見
聞
を
廣
げ
る
」
な
ど
と
い

う
修
養
法
が
發
展
し
て
き
た
。
理
論
上
、
彼
ら
が
最
終
的
に
關
心
を
持
つ
の
は
繪
畫
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
精
神
性
の
向
上
或
は
道
や
聖
人

を
志
す
こ
と
で
あ
る
。
一
見
繪
畫
に
向
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
實
際
は
繪
畫
制
作
に
深
く
繋
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
論
理
構
造
が

文
人
の
繪
畫
制
作
者
に
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
所
謂
繪
畫
修
養
法
が
多
く
現
れ
る
と
同
時
に
序
文
に
擧
げ
た
「
形
象
無
視

の
傾
向

」
が
、
彼
ら
の
多
く
の
議
論
や
修
養
法
の
提
示
、
特
に
沈
宗
騫
の
「
身
心
性
命
の
學
と
同
じ
」
と
い
う
發
言
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

（45）

強
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

注（
１
）「
氣
韻
生
動
」「
氣
韻
非
師
」
な
ど
に
つ
い
て
は
徐
復
觀
『
中
國
藝
術
精
神
』「
第
三
章
釋
氣
韻
生
動
」（
臺
北
、
學
生
書
局
、
一
九

六
七
年
、
一
四
四
～
二
二
四
頁
）
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
氣
韻
」
や
「
氣
韻
は
學
べ
る
か
學
べ
な
い
か
」
な
ど
の
問
題
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
、「
氣
韻
可
學
」
の
發
展
や
そ
の
理
論
根
據
に
つ
い
て
深
く
は
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
生
知
説
」
に
對
し
て
古
原

宏
伸
氏
は
「
ま
し
て
郭
若
虛
の
生
知
説
、
人
格
主
義
の
理
論
は
、
氣
韻
を
雲
の
上
に
祭
り
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
制
作
面
で
何

の
プ
ラ
ス
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
畫
家
の
意
氣
を
か
え
っ
て
沮
喪
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
…
…
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
の
は
争
え
ぬ
事

實
で
あ
る
」
と
批
評
す
る
。
古
原
氏
『
畫
論
』、
東
京
、
明
徳
出
版
、
一
九
七
三
年
、
八
十
四
頁
参
照
。
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（
２
）
宇
佐
美
文
理
「
六
朝
藝
術
論
に
お
け
る
氣
の
問
題
」、『
東
方
學
報
』
京
都
第
六
九
冊
、
一
九
九
七
年
三
月
、
二
三
八
頁
参
照
。

（
３
）
宇
佐
美
文
理
氏
前
掲
論
文
二
〇
九
頁
や
二
二
九
～
二
三
八
頁
参
照
。
同
論
文
の
二
四
〇
頁
の
注
（
六
）
で
は
「
氣
韻
生
動
」
に
關
す

る
代
表
的
な
見
解
を
舉
げ
な
が
ら
、
氣
韻
生
動
に
關
す
る
問
題
も
論
じ
る
。
ま
た
同
論
文
の
注
（
三
十
二
）
に
「
こ
の
氣
韻
生
知
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
加
え
て
後
天
的
要
素
を
加
え
て
説
い
た
の
は
董
其
昌
で
あ
る
。
…
…
つ
ま
り
郭
若
虛
に
沿
い
つ
つ
、「
氣
質
の

變
化
」
の
觀
點
も
取
り
入
れ
て
統
合
し
た
の
が
こ
の
董
其
昌
の
議
論
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
形
と
氣
の
問
題
に
つ
い
て
「
箱

モ
デ
ル
」「
角
砂
糖
モ
デ
ル
」
で
説
明
す
る
論
考
（「「
形
」
に
つ
い
て
の
小
考
」、（『
中
國
文
學
報
』
七
十
三
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、

所
收
）「「
形
」
に
つ
い
て
の
再
考
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
）
な
ど
は
、
中
國
藝
術
理
論
に
お

け
る
氣
や
形
の
問
題
を
理
解
す
る
際
の
参
考
と
な
る
。

（
４
）
前
掲
宇
佐
美
文
理
「
六
朝
藝
術
論
に
お
け
る
氣
の
問
題
」、
二
三
四
頁
参
照
。
ま
た
同
氏
「
宋
代
繪
畫
理
論
に
お
け
る
「
形
象
」
の

問
題
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
集
、
一
九
九
八
年
十
月
）
一
二
四
～
一
二
五
頁
参
照
。

（
５
）
前
掲
註
三
参
照
。

（
６
）
津
逮
秘
書
本
。

（
７
）
畫
之
爲
用
大
矣
、
盈
天
地
之
間
者
萬
物
、
悉
皆
含
毫
運
思
、
曲
盡
其
態
、
而
所
以
能
曲
盡
者
、
止
一
法
耳
、
一
者
何
也
、
曰
傳
神
而

已
矣
、
世
徒
知
人
之
有
神
而
不
知
物
之
有
神
、
此
若
虛
深
鄙
衆
工
、
謂
雖
曰
畫
而
非
畫
者
、
蓋
止
能
傳
其
形
不
能
傳
其
神
也
、
故
畫

法
以
氣
韻
生
動
爲
第
一
、
而
若
虛
獨
歸
於
軒
冕
巖
穴
有
以
哉
。（
鄧
椿
『
畫
繼
』
卷
九
「
論
遠
」）。

（
８
）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、
一
九
八
九
年
）。

（
９
）
續
い
て
布
氏
は
質
問
に
對
し
て
「
謝
赫
所
謂
生
知
之
知
字
活
、
蓋
知
者
鮮
矣
。
知
而
爲
之
、
卽
用
力
也
。
用
力
未
有
不
能
也
。
知
而
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不
爲
、
是
自
棄
也
。（『
畫
學
心
法
問
答
』）」
と
答
え
た
。
こ
こ
で
は
誤
っ
て
郭
若
虛
の
發
言
を
謝
赫
の
發
言
と
し
、
し
か
も
「
生

知
」
に
つ
い
て
も
普
通
の
「
生
知
」
の
理
解
と
も
異
な
る
。
布
顏
圖
は
、
弟
子
の
質
問
に
一
般
的
な
理
解
と
若
干
異
な
る
獨
特
な
解

釋
を
返
し
て
お
り
、
更
に
人
格
的
境
地
と
の
關
連
に
つ
い
て
も
全
く
觸
れ
て
い
な
い
。

（

）
三
浦
國
雄
氏
の
「
氣
質
變
化
考
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
五
集
、
一
九
九
三
年
、
九
十
五
～
一
一
〇
頁
）
で
は
、
成
聖
や

10

道
徳
的
な
修
養
を
自
己
變
革
と
稱
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
言
葉
を
借
用
す
る
。

（

）
趙
孟
濚
、
字
は
君
澤
、
號
は
直
齋
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
關
し
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
本
文
に
擧
げ
た
文
章
の
最
後
に
「
咸
淳
戊
辰

11

中
秋
趙
孟
濚
題
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
宋
の
人
と
わ
か
る
。
こ
の
趙
孟
濚
の
文
章
は
、『
式
古
堂
書
畫
彙
考
』『
佩
文
齋
書
畫
譜
』

な
ど
に
も
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（

）
四
庫
全
書
本
。

12
（

）
董
其
昌
全
集
本
（
上
海
、
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

13
（

）
こ
こ
で
は
書
の
話
で
あ
る
が
、
書
と
畫
に
お
け
る
「
淡
」
或
は
「
氣
韻
」
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

14
（

）『
大
正
藏
』
第
九
卷
、
十
三
頁
中
。

15
（

）『
大
正
藏
』
第
三
十
四
卷
、
五
三
一
頁
中
。

16
（

）
今
謂
一
切
智
智
、
卽
智
中
之
智
也
…
…
如
是
自
證
之
境
、
説
者
無
言
、
觀
者
無
見
。
不
同
手
中
菴
摩
勒
果
可
轉
授
他
人
也
。（
一
行

17

『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
經
疏
』
卷
一
）
参
照
。

（

）
戯
鴻
堂
藏
板
（
乾
隆
三
十
三
年
）

18
（

）
聖
人
可
學
而
至
歟
。
曰
、
然
。
…
…
性
之
者
生
而
知
之
者
也
、
反
之
者
學
而
知
之
者
也
、
又
曰
、
孔
子
則
生
而
知
之
也
。
孟
子
則
學

19
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而
知
之
也
。
後
人
不
達
、
以
謂
聖
本
生
知
、
非
學
可
至
、
而
爲
學
之
道
遂
失
。

（

）
畫
論
叢
刊
本
。

20
（

）
同
上
。

21
（

）
筆
之
雅
俗
、
本
於
性
生
、
亦
由
於
學
習
。
生
而
俗
者
不
可
醫
、
習
而
俗
者
猶
可
救
。（
鄒
一
桂
『
小
山
畫
譜
』
卷
下
、
雅
俗
）

22
（

）
畫
論
叢
刊
本
。

23
（

）
書
卷
の
氣
は
、
主
に
人
格
や
學
問
の
高
い
文
人
に
よ
っ
て
作
品
に
現
れ
る
氣
韻
や
俗
っ
ぽ
さ
の
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
「
秀

24

韻
」
や
「
卷
軸
の
氣
」
な
ど
と
も
い
う
。
書
卷
の
氣
に
つ
い
て
、
拙
論
「
繪
畫
理
論
に
お
け
る
「
邪
甜
俗
頼
」
と
そ
の
周
邊
に
つ
い

て
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』、
第
三
十
九
號
、
京
都
大
學
中
國
哲
學
史
研
究
會
、
二
〇
一
八
年
、
十
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）「
筆
底
深
秀
自
然
有
氣
韻
、
此
關
係
人
之
學
問
品
詣
、
人
品
高
學
問
深
、
下
筆
自
然
有
書
卷
氣
、
有
書
卷
氣
卽
有
氣
韻
。（
蔣
驥
『
傳

25

神
秘
要
』
氣
韻
）」
の
よ
う
に
、
書
卷
氣
は
（
よ
き
）
氣
韻
の
別
稱
で
も
あ
る
。

（

）
畫
論
叢
刊
本
。

26
（

）
續
修
四
庫
全
書
本
。

27
（

）
氣
者
在
性
學
之
間
、
性
猶
有
氣
之
惡
者
爲
病
、
氣
又
有
習
以
害
之
…
…
人
之
性
雖
同
氣
則
有
異
…
…
志
于
學
則
可
以
勝
其
氣
與
習
。

28

（『
張
子
語
錄
』
語
錄
下
）

（

）
烏
程
龐
氏
刊
本
（
宣
統
元
年
）。
こ
の
文
章
の
最
後
に
「
戊
辰
秋
杪
半
畝
畫
並
題
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
か
つ
「
朱
文
：
龔
賢
、
白

29

文
：
鍾
山
野
老
」
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
龔
賢
の
發
言
と
見
做
し
て
お
く
。

（

）
畫
者
詩
之
餘
、
詩
者
文
之
餘
、
文
者
道
之
餘
、
吾
輩
日
以
學
道
爲
事
（
龔
賢
『
柴
丈
畫
說
』）。
こ
う
し
た
論
理
は
、
朱
熹
の
い
う

30
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「
道
者
文
之
根
本
、
文
者
道
之
枝
葉
。（『
朱
子
語
類
』
卷
一
三
九
、
論
文
上
）」
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
と
同
様
の
論
理
を
主
張
す

る
龔
賢
は
、
繪
・
詩
・
文
の
制
作
全
て
が
「
道
」
の
外
延
で
あ
り
、
繪
畫
が
最
も
末
の
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
た
。

（

）
ま
た
、
ほ
か
の
論
か
ら
も
繪
畫
修
養
法
と
し
て
讀
書
聞
道
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
爲
文
詞
、
爲
筆
墨
、

31

其
用
雖
殊
、
而
其
理
則
一
…
…
且
必
由
乎
讀
書
聞
道
、
鑒
古
入
神
…
…
。」（
沈
宗
騫
『
芥
舟
學
畫
編
』
卷
二
、
山
水
）
が
あ
る
。

（

）「
唯
當
澄
懷
觀
道
、
臥
以
游
之
」（『
歷
代
名
畫
記
』
卷
六
、
宗
炳
の
条
）。
ま
た
「
天
地
生
萬
物
、
唯
人
獨
秀
…
…
如
宗
少
文
張
圖

32

繪
於
四
壁
、
撫
絃
動
操
則
衆
山
皆
響
、
前
賢
之
好
畫
往
如
是
、
烏
能
悉
数
」（『
虛
齋
名
畫
錄
』
卷
六
、
龔
半
千
山
水
卷
）
の
よ
う

な
影
響
が
あ
っ
た
。

（

）「
天
下
之
物
多
矣
、
學
者
本
以
道
爲
生
、
道
息
則
死
也
、
終
是
僞
物
…
…
」、
ま
た
「
讀
書
少
則
無
由
考
校
得
精
義
、
蓋
書
以
維
持

33

此
心
、
一
時
放
下
則
一
時
德
性
有
懈
…
…
」（
張
載
『
經
學
理
窟
』
義
理
）

（

）
張
載
の
い
う
「
人
之
氣
質
美
惡
與
貴
賤
夭
壽
之
理
、
皆
是
所
受
定
分
。
如
氣
質
惡
者
學
卽
能
移
。（『
經
學
理
窟
』
氣
質
）」
を
用
い

34

て
松
年
（1837

～1906

）
の
い
う
「
再
觀
古
今
畫
家
骨
格
氣
勢
、
理
路
精
神
、
皆
在
筆
端
而
出
。
惟
靜
穆
豐
韻
、
潤
澤
名
貴
爲
難
。

若
使
四
善
兼
備
、
似
非
讀
書
養
氣
不
可
、
不
但
有
關
畫
中
才
學
、
實
有
關
此
人
一
生
之
窮
通
貴
賤
、
福
壽
長
促
耳
。
勉
之
。（『
頤

園
論
畫
』）」
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
わ
か
る
よ
う
に
晩
淸
に
な
る
と
、
自
己
變
革
の
哲
學
思
想
の
影
響
を
受
け
て
更
に
具
体
化
し
た
。

（

）
文
人
畫
家
ら
の
求
め
る
「
道
」
は
様
々
で
、
彼
ら
の
求
め
る
「
道
」
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
佛
教
、
儒
教
、

35

道
教
い
ず
れ
も
「
道
」
を
求
め
る
姿
勢
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
繪
畫
理
論
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
最
終
的
な
關
心
は
「
道
」

で
あ
り
、
道
の
把
握
を
志
す
姿
勢
は
ま
さ
に
知
識
人
の
一
般
的
な
認
識
で
あ
ろ
う
。

（

）
藝
術
理
論
上
の
「
養
氣
」
に
も
様
々
な
側
面
が
あ
る
が
、
文
藝
創
作
の
た
め
に
精
神
状
態
を
良
好
に
保
つ
方
法
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、

36
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ま
た
養
生
的
な
意
味
で
扱
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
繪
畫
と
養
氣
や
養
生
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
繪
畫
養
生
論
―
董
其
昌
の
發

言
を
手
が
か
り
と
し
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
七
集
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
一
三
四
～
一
四
七
頁
）
参
照
。
ま
た
繪
畫

制
作
面
に
直
接
關
係
す
る
「
養
氣
」
の
考
え
も
あ
る
。
例
え
ば
「
山
形
樹
態
、
受
天
地
之
生
氣
而
成
、
墨
水
宰
筆
痕
托
心
腕
之
靈
氣

以
出
、
則
氣
之
在
是
亦
卽
勢
之
在
是
也
。
氣
以
成
勢
、
勢
以
御
氣
、
勢
可
見
而
氣
不
可
見
、
故
欲
得
勢
必
先
養
其
氣
。」（
沈
宗
騫

の
『
芥
舟
學
畫
編
』
卷
二
、
山
水
）。

（

）「
天
地
之
氣
各
以
方
殊
…
…
至
於
局
量
氣
象
、
關
乎
天
資
、
天
質
少
虧
、
須
憑
識
學
以
挽
之
。（
沈
宗
騫
『
芥
舟
學
畫
編
』
卷
一
、

37

山
水
、
宗
派
）」
を
み
る
と
、
氣
質
變
化
の
た
め
に
集
約
さ
れ
る
「
學
」
の
方
向
性
（
注
四
十
参
照
）、
ま
た
そ
の
具
體
的
な
方
法

に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（

）
惟
其
能
克
己
則
爲
能
變
、
化
却
習
俗
之
氣
性
、
制
得
習
俗
之
氣
。
所
以
養
浩
然
之
氣
是
集
義
所
生
者
、
集
義
猶
言
積
善
也
。
義
須
是

38

常
集
、
勿
使
有
息
、
故
能
生
浩
然
道
德
之
氣
。（
張
載
『
經
學
理
窟
』
學
太
原
上
）

（

）
三
浦
國
雄
「
氣
質
變
化
考
」、『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
五
集
、
一
九
九
三
年
、
九
十
七
頁
参
照
。

39
（

）
修
養
法
と
し
て
の
讀
書
は
多
く
の
畫
論
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
雖
日
對
董
巨
倪
黃
之
跡
、
百
摹
千
臨
、
亦
自
無
解
於
俗
…
…
如

40

欲
避
俗
、
當
多
讀
書
、
參
名
理
、
始
以
盪
滌
、
繼
以
消
融
、
須
令
方
寸
之
際
、
纖
俗
不
留
。」（
沈
宗
騫
『
芥
舟
學
畫
編
』
卷
二
、

山
水
、
避
俗
）、「
…
…
去
俗
無
他
法
、
多
讀
書
則
書
卷
氣
上
升
、
市
俗
之
氣
下
降
。
學
者
其
愼
旃
哉
。」（
王
概
『
學
畫
淺
説
』
去

俗
）「
六
法
之
難
、
氣
韻
爲
最
…
…
讀
書
萬
卷
、
庶
幾
心
會
。」（
黃
鉞
『
二
十
四
畫
品
』
氣
韻
）、「
筆
格
之
高
下
、
亦
如
人
品
…
…

夫
求
格
之
高
、
其
道
有
四
。
一
曰
淸
心
地
以
消
俗
慮
。
二
曰
善
讀
書
以
明
理
境
…
…
筆
墨
雖
出
於
手
、
實
根
於
心
」（
沈
宗
騫
『
芥

舟
學
畫
編
』
卷
二
、
山
水
、
立
格
）
な
ど
。



- 56 -

（

）
畫
論
叢
刊
本
。

41
（

）
趙
令
穰
の
繪
畫
制
作
に
關
し
て
『
畫
繼
』
卷
二
「
趙
令
穰
の
条
」、
そ
し
て
宇
佐
美
文
理
「
小
景
畫
小
考
」（
京
都
大
學
文
學
研
究

42

科
美
學
美
術
史
學
研
究
室
編
『
四
大
（
地
・
水
・
火
・
風
）
の
感
性
論
：
思
想
・
ア
ー
ト
・
自
然
科
學
の
關
わ
り
に
つ
い
て
の
基
盤

研
究
』、2005
年
）
五
十
一
～
五
十
二
頁
を
参
照
。

（

）
畫
論
叢
刊
本
。

43
（

）
繪
畫
と
心
性
の
學
の
關
係
に
つ
い
て
、
鄭
績
（1813

～1874

）
の
話
に
「
夫
爲
學
之
道
、
自
外
而
入
者
、
見
聞
之
學
、
非
己
有
也
。

44

自
内
而
出
者
、
心
性
之
學
、
乃
實
得
也
。
善
學
者
重
其
内
、
以
輕
其
外
、
務
心
性
而
次
見
聞
、
庶
學
得
其
本
、
而
知
其
要
矣
。
故
凡

有
所
見
聞
也
、
必
因
其
然
、
而
求
所
以
然
、
執
其
端
而
擴
充
之
、
乃
爲
己
有
…
…
因
思
畫
雖
小
技
、
當
究
用
筆
用
墨
、
煉
形
煉
意
、

得
氣
得
神
、
方
是
學
心
」（『
夢
幻
居
畫
學
簡
明
』
卷
一
「
山
水
畫
總
論
」）
と
あ
る
。
そ
し
て
類
似
す
る
主
張
は
李
日
華
（1565

～1635

）

の
「
大
都
古
人
不
可
及
處
、
全
在
靈
明
灑
脫
不
掛
一
絲
、
而
義
理
融
通
、
備
有
萬
妙
、
斷
斷
非
塵
襟
俗
韻
所
能摹

肖
而
得
者
、
以
此

知
吾
輩
學
問
當
一
意
以
充
拓
心
胸
爲
主
。（
周
亮
工
『
讀
畫
錄
』
卷
一
、
李
君
實
の
条
）」
に
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
王
昱
（1714

～1748

）
の
「
畫
中
理
氣
二
字
、
人
所
共
知
、
亦
人
所
共
忽
。
其
要
在
修
養
心
性
、
則
理
正
氣
淸
、
胸
中
有
自
發
浩
蕩
之
思
、
腕

底
乃
生
奇
逸
之
趣
、
然
後
可
稱
名
作
（『
東
莊
論
畫
』）」
に
も
宋
學
の
痕
跡
が
あ
る
。
彼
は
繪
畫
の
重
點
を
理
氣
の
二
文
字
に
ま
と

め
、
そ
れ
に
達
す
る
た
め
に
心
性
を
修
養
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
哲
學
上
の
存
在
論
や
修
養
論
が
繪
畫
理
論
に
持
ち

込
ま
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

（

）
前
掲
注
四
参
照
。

45


